福井県青少年愛護審議会（愛護部会２班）議事録

１　開催日時

　　平成２３年８月２６日（金）午後１時５８分～午後３時１８分
２　開催場所

　　県庁２階　中会議室
３　出席者

(1)　委員　７人

上田秀徽副会長、伊井彌州雄委員、大塚潤三委員、大西義幸委員
新道忠雄委員、中島順子委員、長谷川功子委員
（欠席　大嶋良雄委員、木村愛子委員、小林真実委員）
(2)　幹事　３人

丹生章二幹事、古谷清和幹事（代理）、牧野行治幹事（代理）
（欠席　寺尾義裕幹事）
(3)　事務局　４人

鈴木企画幹（県民安全）ほか課員３人

４　審議内容

(1)　有害図書等の緊急指定に係る報告（福井県青少年愛護条例第４８条第２項）
　　ア　有害興行の指定に係る報告
　　　　事務局から、７月に有害興行として緊急指定した４本について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
　　イ　有害図書等の指定に係る報告
　　　　事務局から、７月に有害図書等として緊急指定した１３冊について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
(2)　ビデオ等の包括指定に係る報告

　　　事務局から、７月に有害図書等として包括指定したビデオ等６１１作品、８月に有害図書等として包括指定したビデオ等６３３作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

(3)　図書等の推奨、指定にかかる諮問（福井県青少年愛護条例第４８条第１項第２号、第３号、第４号）
　　ア　優良図書の推奨に係る諮問

　　　　知事から優良図書の推奨に関し諮問を受けた図書１０冊について、各委員に図書を回覧するとともに事前審査を行った委員による事前審査の補足説明を行ったところ、９冊を推奨とした。うち１冊については、事前審査で保留となっており、事前審査を行った委員は今回欠席であり、事前審査の補足説明は得られなかった。

出席委員からは、

事前審査を行った委員の意見を尊重すべき。この審議会で出た意見を事前審査を行った委員に伝え、その上でもう一度、推奨・非推奨の判断をしていただく。
との意見を得た。
事前審査結果に対する意見として、
・　「価格が高い」という点については、同様の価格で推奨した例もあり、また図書館等で入手することも可能なので、それほど問題にしなくてもよいと考えられる。
・　「内容や構成が複雑」という点については、指摘のとおりである。ただ青少年に、長編にわたって構成され複雑さを読み取る図書への挑戦を促すことも意味があるとも考えられる。

・　対象が小中学生には少々難解だと考えられるが、対象を高校生および勤労青年に限定して推奨することも考えられる。
との意見を得た。
　　イ　有害興行の指定に係る諮問

　　　　知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画５作について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。

　　ウ　有害図書等の指定に係る諮問

　　　　知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１２冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

５　その他の報告
 　優良図書の推進基準について
事務局から今後の審査についてチェックシートの導入が提案された。
委員からはチェックシートの導入については概ね賛成が得られたが、「対象年齢等チェック欄」の年齢層の「小学生（低・中・高）」を「小学生（低学年）」と「小学生（高学年）」の２層に分けたほうがいいという意見を得た。
